編集後記 by unknown
編
集
後
記
『
丸
山
眞
男
記
念
比
較
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
報
告
』
第
十
二
号
を
刊
行
い
た
し
ま
し
た
。
ご
協
力
を
賜
っ
た
方
々
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
号
の
内
容
は
、
文
部
科
学
省
「
平
成
年
度
私
立
大
学
戦
略
的
研
究
基
盤
形
成
支
24
援
事
業
」
に
採
択
さ
れ
た
「
世
紀
日
本
に
お
け
る
知
識
人
と
教
養
―
丸
山
眞
男
文
庫
20
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築
と
活
用
―
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最
終
年
度
に
あ
た
る
二
〇
一
六
年
度
の
活
動
報
告
が
中
心
で
す
。
巻
頭
は
、
例
年
ど
お
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
報
告
で
ご
ざ
い
ま
す
。
二
〇
一
六
年
は
丸
山
眞
男
没
後
周
年
に
あ
た
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
報
告
と
20
し
て
、
一
〇
月
一
四
日
に
東
京
女
子
大
学
で
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
新
し
い
丸
山
眞
男
像
の
発
見
そ
の
世
界
大
の
視
圏
と
交
流
の
な
か
で
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
丸
山
眞
男
文
庫
顧
問
の
平
石
直
昭
氏
に
よ
る
講
演
、
丸
山
眞
男
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
た
各
国
の
研
究
者
、
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ザ
イ
フ
ェ
ル
ト
氏
（
ド
イ
ツ
）・
孫
歌
氏
（
中
国
）・
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
Ｅ
・
バ
ー
シ
ェ
イ
氏
（
ア
メ
リ
カ
／
書
面
に
よ
る
参
加
）・
金
錫
根
氏
（
韓
国
）
の
報
告
、
各
氏
の
報
告
に
対
す
る
黒
沢
文
貴
氏
の
コ
メ
ン
ト
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
行
わ
れ
た
討
論
（
司
会
：
中
田
喜
万
氏
、
特
別
参
加
：
ジ
ャ
ッ
ク
・
ジ
ョ
リ
氏
（
フ
ラ
ン
ス
））
な
ど
、
丸
山
研
究
の
新
た
な
知
見
を
得
る
こ
と
の
で
き
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
し
た
。
今
号
に
は
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
概
要
を
掲
載
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
本
学
図
書
館
で
学
生
に
向
け
た
企
画
展
示
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
一
部
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
も
展
示
い
た
し
ま
し
た
。
公
開
研
究
会
（
二
〇
一
五
年
度
報
告
者
：
宮
村
治
雄
氏
、
二
〇
一
六
年
度
報
告
者
：
小
檜
山
ル
イ
氏
）
と
定
例
研
究
会
（
第
一
三
回
報
告
者
：
湯
浅
成
大
氏
）
の
概
要
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。
今
号
に
掲
載
し
た
丸
山
文
庫
所
蔵
の
未
発
表
資
料
翻
刻
は
、「「
正
統
と
異
端
」
研
究
会
報
告
原
稿
（
二
）」、「
加
藤
周
一
書
簡
丸
山
眞
男
宛
二
六
点
」、「
吉
野
源
三
郎
書
簡
丸
山
眞
男
宛
補
遺
四
点
」、「「
戦
前
日
本
の
マ
ル
ク
ス
主
義
」
英
文
草
稿
」
で
す
。「
加
藤
周
一
書
簡
丸
山
眞
男
宛
二
六
点
」
で
は
、
立
命
館
大
学
加
藤
周
一
現
代
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
長
の
鷲
巣
力
氏
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。
本
セ
ン
タ
ー
の
特
任
研
究
員
が
、
丸
山
眞
男
に
所
縁
の
あ
る
静
岡
県
三
島
市
で
行
っ
た
現
地
調
査
の
成
果
を
、「
庶
民
大
学
三
島
教
室
関
連
資
料
調
査
報
告
―
そ
の
「
現
在
」
と
第
一
次
史
料
―
」
と
題
し
て
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
号
に
は
、
み
す
ず
書
房
の
元
編
集
者
の
加
藤
敬
事
氏
が
「
丸
山
文
庫
所
蔵
の
徂
徠
関
係
資
料
を
め
ぐ
っ
て
」
を
寄
稿
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
本
セ
ン
タ
ー
の
活
動
報
告
と
し
て
、「
丸
山
文
庫
所
蔵
資
料
の
公
開
と
利
用
状
況
」
と
二
〇
一
六
年
度
の
公
開
授
業
（
講
師
：
五
百
旗
頭
薫
氏
）
の
概
要
を
掲
載
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
丸
山
眞
男
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最
終
年
度
に
あ
た
り
、
本
『
報
告
』
の
別
冊
と
し
て
、
東
京
女
子
大
学
丸
山
眞
男
記
念
比
較
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
編
『
世
紀
日
20
本
に
お
け
る
知
識
人
と
教
養
―
丸
山
眞
男
文
庫
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築
と
活
用
―
』
を
発
行
い
た
し
ま
し
た
。
参
加
研
究
者
に
よ
る
論
文
、
上
記
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
講
演
・
報
告
原
稿
、
五
年
間
に
わ
た
る
事
業
の
一
覧
な
ど
を
掲
載
し
た
全
事
業
報
告
― 114 ―
書
で
す
。
ぜ
ひ
本
書
も
合
わ
せ
て
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
国
際
的
な
丸
山
研
究
、
日
本
思
想
史
研
究
の
拠
点
と
し
て
、
私
ど
も
丸
山
眞
男
記
念
比
較
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
も
、
丸
山
文
庫
所
蔵
資
料
の
整
理
・
調
査
と
公
開
、
講
演
会
な
ど
の
開
催
、
本
『
報
告
』
の
刊
行
を
続
け
、
広
く
人
文
社
会
科
学
の
研
究
が
進
展
す
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
の
後
も
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
ひ
と
え
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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